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佐
賀
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号 

県
立
学
校 

佐
賀
県
立
学
校
教
職
員
の
職
務
発
明
等
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日 

佐
賀
県
教
育
委
員
会 

委
員
長 

 

安 
 

永 
 

 
 

 

宏 
 

 
 

佐
賀
県
立
学
校
教
職
員
の
職
務
発
明
等
に
関
す
る
規
程 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
程
は
、
教
職
員
が
職
務
に
関
連
し
て
し
た
発
明
、
考
案
及
び
意
匠
の
創
作

の
取
扱
い
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
規
程
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

教
職
員 

県
立
学
校
に
勤
務
す
る
教
職
員
を
い
う
。 

二 

発
明
等 

特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
発
明
、
実
用
新
案
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
考
案
及
び
意
匠
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
意
匠
の
創
作
を
い
う
。 

三 

特
許
権 

特
許
法
第
六
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
許
権
を
い
う
。 

四 

実
用
新
案
権 

実
用
新
案
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
実
用
新
案
権
を
い
う
。 

五 

意
匠
権 

意
匠
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
意
匠
権
を
い
う
。 

六 

業
務
発
明
等 

教
職
員
が
し
た
発
明
等
で
、
そ
の
内
容
が
そ
の
性
質
上
佐
賀
県
教
育

委
員
会
又
は
佐
賀
県
教
育
委
員
会
教
育
長
（
以
下
「
教
育
長
」
と
い
う
。
）
の
権
限
に
属

す
る
事
務
の
範
囲
に
属
す
る
も
の
を
い
う
。 

七 

職
務
発
明
等 

業
務
発
明
等
で
、
当
該
業
務
発
明
等
を
す
る
に
至
っ
た
行
為
が
教
職
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員
の
現
在
又
は
過
去
の
職
務
に
属
す
る
も
の
を
い
う
。 

（
権
利
の
承
継
） 

第
三
条 
県
は
、
職
務
発
明
等
に
つ
い
て
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
許
を

受
け
る
権
利
、
実
用
新
案
登
録
を
受
け
る
権
利
若
し
く
は
意
匠
登
録
を
受
け
る
権
利
（
以

下
「
特
許
を
受
け
る
権
利
等
」
と
い
う
。
）
又
は
特
許
権
、
実
用
新
案
権
若
し
く
は
意
匠
権

（
以
下
「
特
許
権
等
」
と
い
う
。
）
を
承
継
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
業
務
発
明
等
の
届
出
等
） 

第
四
条 

教
職
員
は
、
業
務
発
明
等
を
し
た
場
合
に
は
、
県
立
学
校
長
を
経
由
し
て
、
教
育

長
に
対
し
、
そ
の
旨
を
速
や
か
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

業
務
発
明
等
を
し
た
教
職
員
は
、
当
該
業
務
発
明
等
が
二
人
以
上
の
教
職
員
又
は
教
職

員
以
外
の
者
と
の
共
同
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の

前
に
、
共
同
し
て
発
明
等
を
行
っ
た
者
と
の
間
で
特
許
を
受
け
る
権
利
等
又
は
特
許
権
等

に
係
る
持
分
の
割
合
そ
の
他
特
許
を
受
け
る
権
利
等
又
は
特
許
権
等
を
県
に
譲
渡
す
る
た

め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

業
務
発
明
等
を
し
た
教
職
員
は
、
当
該
業
務
発
明
等
に
つ
い
て
特
許
出
願
等
（
特
許
法

第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
願
書
の
提
出
、
実
用
新
案
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
願
書
の
提
出
又
は
意
匠
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
願
書
の
提
出
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
許
を
受
け
る
権
利
等
を
保
全
す
る
た
め

や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
承
継
の
決
定
等
） 

第
五
条 

教
育
長
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
当
該
業
務
発

明
等
を
行
う
に
至
っ
た
経
緯
、
経
済
的
効
果
及
び
社
会
的
意
義
に
つ
い
て
審
査
し
、
県
が

当
該
業
務
発
明
等
を
し
た
教
職
員
の
特
許
を
受
け
る
権
利
等
又
は
特
許
権
等
を
承
継
す
る

か
ど
う
か
を
決
定
し
、
そ
の
結
果
を
当
該
教
職
員
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

教
育
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
佐
賀
県
教
育
庁
職
務
発
明
等
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審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
、
あ
ら
か
じ
め
審
査
会
の
意
見
を
聴
く

も
の
と
す
る
。 

３ 

審
査
会
の
委
員
は
、
審
査
の
対
象
と
な
る
業
務
発
明
等
の
内
容
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る

者
に
よ
り
構
成
す
る
。 

 

一 

副
教
育
長 

 

二 

関
係
課
長 

 

三 

当
該
業
務
発
明
等
に
係
る
県
立
学
校
長 

 

四 

そ
の
他
教
育
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
者 

４ 

審
査
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。 

（
出
願
等
） 

第
六
条 

県
立
学
校
長
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
承
継
す
る
こ
と
と
し
た
特
許

を
受
け
る
権
利
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
許
出
願
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

一 

名
義
人 

佐
賀
県
知
事 

 

二 

費
用
負
担 

佐
賀
県 

２ 

県
立
学
校
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
特
許
出
願
を
行
っ
た
発
明
に
つ
い
て
、
特
許
法

第
四
十
八
条
の
三
に
規
定
す
る
出
願
審
査
の
請
求
を
行
う
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
出
願
審

査
の
請
求
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
請
求
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
特
許
を
受
け
る
権
利
等
に
つ
い
て
承
継
し
な
い
こ
と

を
決
定
し
た
場
合
は
、
当
該
業
務
発
明
等
を
し
た
教
職
員
は
、
自
ら
特
許
出
願
等
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。 

（
特
許
を
受
け
る
権
利
等
の
譲
渡
義
務
、
権
利
の
制
限
等
） 

第
七
条 

教
職
員
の
職
務
発
明
等
に
係
る
特
許
を
受
け
る
権
利
等
の
譲
渡
義
務
、
権
利
の
制

限
等
、
秘
密
の
保
持
及
び
出
願
費
用
の
支
払
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
県
職
員
の
職
務
発
明
等

に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
年
佐
賀
県
訓
令
甲
第
八
号
。
以
下
「
県
職
員
職
務
発
明
等
規
程
」
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と
い
う
。
）
第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

（
登
録
補
償
金
） 

第
八
条 
特
許
権
等
に
係
る
登
録
補
償
金
に
つ
い
て
は
、
県
職
員
職
務
発
明
等
規
程
第
九
条

の
規
定
を
準
用
す
る
。 

（
実
施
補
償
金
） 

第
九
条 

教
育
長
は
、
県
が
毎
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
こ
の
規
程

に
基
づ
き
職
務
発
明
等
を
行
っ
た
教
職
員
か
ら
譲
渡
を
受
け
た
特
許
を
受
け
る
権
利
等
又

は
特
許
権
等
の
運
用
又
は
処
分
に
よ
り
財
産
上
の
利
益
を
得
た
と
き
は
、
当
該
職
務
発
明

等
を
行
っ
た
教
職
員
に
対
し
、
翌
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
実
施
補
償
金
を
支
払
う

も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
実
施
補
償
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
県
職
員
職
務
発
明
等
規
程
第
十
条
第

二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

（
異
議
申
立
て
） 

第
十
条 

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
対
す
る
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
県
職

員
職
務
発
明
等
規
程
第
十
一
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

（
特
許
権
等
の
維
持
） 

第
十
一
条 

教
育
長
は
、
特
許
権
等
の
存
続
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
、
特
許
法
第
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
許
料
又
は
実
用
新
案
法
第
三
十
一
条
第
一

項
若
し
く
は
意
匠
法
第
四
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
料
の
金
額
が
変
更
と
な
る
時

期
に
お
い
て
、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
係
る
手
続
に
準
じ
て
処
理
す
る
も

の
と
す
る
。 

２ 

教
育
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
許
権
等
の
存
続
を
維
持
す
る
必
要
が
な
い
と
決

定
し
た
職
務
発
明
等
に
係
る
特
許
権
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
務
発
明
等
を
行
っ
た
教
職

員
に
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
名
義
人
の
変
更
等
の
手
続
に
要

す
る
費
用
は
、
当
該
職
務
発
明
等
を
行
っ
た
教
職
員
の
負
担
と
す
る
。 
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（
実
施
権
の
設
定
） 

第
十
二
条 

教
育
長
は
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
が
管
理
す
る
特
許
権
等
に
係
る
実
施
（
特
許

法
第
二
条
第
三
項
、
実
用
新
案
法
第
二
条
第
三
項
及
び
意
匠
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す

る
実
施
を
い
う
。
）
の
許
諾
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
適
当
と
判
断
し
た
と
き
は
、

当
該
実
施
を
許
諾
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
許
諾
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。 

（
補
則
） 

第
十
三
条 

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

教
育
長
が
別
に
定
め
る
。 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
取
得
済
み
の
特
許
権
等
の
取
扱
い
） 

２ 

こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
教
職
員
が
し
た
業
務
発
明

等
で
施
行
日
前
に
県
が
特
許
権
等
を
取
得
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
に
県
が
特
許

権
等
を
取
得
し
た
も
の
と
み
な
し
、
こ
の
訓
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

 


